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達成度

自己
評価

外部
アンケー
ト等

総合
〇自ら選択した科目への意欲と期待、並びに習熟度別
少人数授業の利点を生かし、主体的で対話的な学びを
推進する等授業の充実に努める。

A A A

〇主体的に取り組ませることを前提として事前説明を行い、適切な目標を設定する
ようサポートする。
〇適切な評価方法を設定し、指導と評価の一体化を意識して指導の改善に取り組
む。

A A A

〇各々の学科において、重点目標の達成を目指し、具
体的かつ計画的に授業や特別活動、研究活動を推し進
める。
〇各々の学科において、それぞれの重点目標の達成を
目指し、時代の変化を考慮しながら教育課程の見直し
を行う。

B A A

〇各教職員がわかりやすい授業づくりための工夫を図
るとともに、全体研修も推進する。 A A A

〇資格取得について、各学科で計画的に啓発的指導を
行う。

B B B

〇ICTを活用して、わかりやすく、協働的な学びが実現できるよ
う心がける。
〇生徒が意欲的に学習へ取り組んだり、達成感を感じられるよう
な授業を推進する。

B A A

〇担任と教科担当者が連携を図りながら成績不振者に
対する指導を計画的に実施し、改善を図る。

B A A

4 組織的・継続的な指導を
行っていますか。

○生徒の指導にあたっては迅速に確実な情報を収集
し、客観的かつ公平な判断を行いながら指導にあたる
よう留意する。生徒指導に関する情報は慎重かつ積極
的に共有を進め、組織的な対応に役立てる。

A A A

○主にLHR等を通じて、生徒指導部を中心にいじめ防止に
ついてしっかり取り組んでいることを認識させ、学校全体
でいじめを許さない雰囲気をつくる。

A A A

○職員は生徒に寄り添う指導を心がけ、受容的な態度で生徒に接するよ
うにする。教育・発達相談係を中心に組織的な対応を行い、時にはSCや
SSWと連携しながら実績を重ね、対応力と信頼を向上させる。

A B B

○遅刻や欠席が多い生徒に対し、保護者への情報提供を行い、改善を促
す。併せて「ながらｽﾏﾎ」防止と「ﾍﾙﾒｯﾄ」着用指導を徹底する。
〇面談や指導の中で遅刻や欠席の原因を探り保護者やSCと連携して指導
に臨むほか、適切に専門機関等へつなげ、早期の改善を図る。

B C C

〇部活動や研究活動の成果をHPやClassroomで生徒
に伝え、部活動等に対する肯定感を向上させる。

A A A

7 計画的な指導を行っていま
すか。

○学年と連携を図り３年間を見据えた計画的な指導を行う。

○保護者に対する情報提供を積極的に行い、本校進路指導への理
解について向上を図る。

B A A

8 生徒は自らの進路について
真剣に考え、その実現に向
けて取り組んでいますか。

○進路指導部だけでなく各教科や特別活動等でも自己
の生き方や進路について指導する。

B A A

〇広報係を中心に、各行事担当や各分掌からの記事を
掲載するほか、過去の記事を見直し適時更新を行う。

B A B

〇教務部庶務係をはじめ、各分掌が実施する学校行事に応
じて積極的に情報提供を行う。
〇保護者宛の通知を発送した際には、その旨を一斉ﾒｰﾙ等で
知らせることをこころがける。

A A A

Ⅵ
教育デジタル化
に努めています
か。

10 ＩＣＴを活用した指導を
行っていますか。

〇学習指導部を中心に「ＩＣＴの効果的な活用を含めた『主体的・対話
的で深い学び』の実現に向けた授業改善」の推進を図る。
〇授業においてGoogleｻｰﾋﾞｽやｽﾀﾃﾞｨｲｻﾌﾟﾘ等を活用することを推進す
る。

B A A

11 ＩＣＴを活用した業務改善
を行っていますか。

〇授業や会議においてGoogleｻｰﾋﾞｽを活用することを推進
する。日頃の朝会や施設予約、情報伝達についてはｸﾞﾙｰﾌﾟ
ｳｪｱ「kinako」やGooglclassroomを活用し、利便性を向上
させる。

B A A

学校関係者評価
評　価　対　象 評　価　項　目 具体的数値項目

特色ある教育活動を行って
いますか。

〇科目選択や習熟度による少人数授業に80％
以上の生徒が満足している。

〇選択した科目・ｺｰｽへの意欲、習熟度別少人数授業に対する満足度は良好で
ある。専門科目に対する学習意欲は総じて高く、生徒や保護者からの期待が
伺える。今後も時代の変化に即した学習内容の改善を図り、充実した教育を
推進したい。また各科目を通じた地域との連携事業についても深化させてい
きたい。
〇「総合的な探究の時間」「総合実習」「課題研究」等、自ら主体的に学ぶ
科目の満足度は高い。これらの科目において主体的に学習に取り組む姿勢を
向上させ、学習活動に留まらず、進路実現や部活動や資格取得の目標実現に
関する意欲・意欲を高めるよう努めたい。
〇学科の教育活動は「座学」と「実習」や探究活動が織り交ぜられており、
生徒の好奇心や達成感を高めやすい。外部連携や校外での諸活動も効果は大
きい。今後も各学科の特色を生かし、学習活動を幅広く展開したい。

羅　　　　　針　　　　　盤

方　　　　　　　　　　策
点検・評価　

達成状況のまとめ及び次年度の課題

Ⅲ 生徒の充実した
学校生活につい
て適切な指導を
していますか。

○職員会議や学年会議等で、生徒に関する情
報交換を月に３回以上実施する。

〇総合的な探究の時間、総合実習、課題研究の
ﾃｰﾏが生徒の興味関心があり、とても良い学びに
なっている。近隣の高校にはない特殊な分野が
学べ、素晴らしく、今後の期待が高い事に納得
した。
〇発表活動を聞き、各々の特色が分かり易く、
聞いていて楽しかった。学校やｲﾍﾞﾝﾄでも定期的
に行えたら、地域や小さい子供達も含め、活動
を幅広く展開できるのではないか。
〇各科目とも特色があり、生徒自身が意欲を
もって学んでいる。各ｺｰｽともに頑張っている。
今後とも学習活動を注目したい。
〇他校にない特色ある取組をしている学校であ
ると非常に高く評価できる。『積極的に外部と
のつながりを持つ⇒ﾒﾃﾞｨｱに取り上げられる⇒学
校のﾌﾞﾗﾝﾄﾞ力向上』の好循環を続けてほしい。

〇「総合的な探究の時間」「総合実習」「課題研究」
のいずれかについて、主体的に取り組んだと答えた生
徒の割合が80％以上である。

〇自分が所属する学科の教育活動にやりがい
を感じている。

Ⅱ 生徒の意欲的な
学習活動につい
て適切な指導を
していますか。

2 生徒の実態に応じた指導を
行っていますか。

〇75％以上の生徒が「授業がわかりやすい」
と答えている。

〇分かりやすい授業づくりには職員全体が取り組んでおり、生徒
の約9割が肯定的に評価している。教師自身は約8割強が学習活動
の工夫に取り組んでいるとしている。
〇資格取得については、各係が定期的に案内している。6.5割の生
徒が資格取得に向け努力したいと回答した。資格取得について各
学科での指導をさらに推進したい。
〇ICTの活用についても、生徒からの評価は高いが、教師の自己評
価は低い傾向が見られる。
〇授業について生徒の評価は概ね高いが、若干であるが教師の自
己評価は低い傾向が見られる。研修や授業改善資料の提供等をと
おし、より分かりやすい授業の展開を学校全体でｻﾎﾟｰﾄしたい。
ICTの活用について引き続き推進するが、職員の負担増や自信低下
につながらないよう配慮したい。

〇授業の分かり易さは、ICTを活用し単
元毎にｱﾝｹｰﾄを取り、生徒・教師共に振
り返りをお願いしたい。
〇自身は実業高校出身で資格取得に向
け、厳しい指導があった。先生方が生徒
達の挑戦する気持ちを引き出すご苦労が
伺える。
〇令和6年度学校評価ｱﾝｹｰﾄを見ても適
切な学習活動指導が行われているのが良
く分かる。今後も学習活動の工夫をお願
いしたい。
〇資格取得の取組に(生徒･学校)努力が
見られた。
〇生徒のﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄを使用した発表を拝
見させて頂き、資料の分かり易さ、堂々
とした発表に感心した。ひとえに生徒の
意欲とそれを引き出す先生方の適切な指
導の賜であると非常に高く評価できる。

Ⅰ 特色ある学校づ
くりに努めてい
ますか。

1

〇70％以上の生徒が、何らかの資格を取得し
ていたり、資格取得に向けて取り組んでい
る。

3 生徒は確かな学力を身に付
けていますか。

〇70％以上の生徒が、前向きな気持ちで授業
に取り組んでいる。

〇各学期の定期考査の結果、成績不振者が
10％以下である。

〇生徒指導及び各種情報共有については優先的かつ緊張感をもって対応にあたってい
る。
〇特にいじめについては現在10件(1,2年生各5件)を認知し、うち3件をいじめとして認
定した。認定した3件について、慎重かつ丁寧に対応している。
〇職員側はいじめ対策や悩み相談について受け止める体制を整備している。生徒からの
相談に関する認識は余り向上しなかった。また、約2割の生徒は教師を信頼して相談で
きない様子であり、問題の早期解決の支障となる。「心の健康手帳」等の導入に加え、
更に生徒と保護者に対して相談を受ける体制をPRし、学校側に対する信頼を向上させる
とともに、教員ﾁｰﾑよるいじめ等の問題の早期解決を取り図りたい。
〇4/8～1/20の1日当たり学校全体の欠席者18人、遅刻者9.2人、早退者は1.5人と
なっている。一部の生徒が繰り返し遅刻・欠席をしている様子が見られる。ｺﾛﾅ禍の影
響か休むことに抵抗を感じない生徒が多くなってるとも思われる。長期にわたり遅刻・
欠席を続ける生徒については、生徒・保護者に粘り強く対応し、今後も状況に応じてｽ
ｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ（SC）ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙｶｳﾝｾﾗｰ（SSW）や医療へ繋げるようにしたい。
〇部活動や研究活動へ参加する生徒は約6割、しない生徒は約4割となっている。放課
後や休日にｱﾙﾊﾞｲﾄをする生徒が増加しており、生徒の放課後の過ごし方は多様化が進ん
でいる。
〇「ながらｽﾏﾎ防止」「ﾍﾙﾒｯﾄ着用」をしていると答えているが、登下校の指導等では注
意を受ける者も目立つため、引き続き注視し指導を続けたい。

〇先生方が熱心に指導されている成果と思
う。一方で先生により言う事が違う時があ
ると聞いている。
〇生徒自身が授業や学習に前向きに取組ん
でいる。職員がいじめ対策に取組んでいる
事を生徒達も理解をしている。いじめは学
校だけでなく職場にもあり、深刻な問題
で、家庭での責任が大きい。「いじめから
逃げることは悪い事ではない」とし、「逃
げ場」という活動を進めている機関がある
と聞いているが、何よりも大切な命を守る
ために有効な手段の一つだと思う。登下校
時の「ながら」ｽﾏﾎ防止及びﾍﾙﾒｯﾄ着用率も
昨年度より改善されている。生徒を見てい
ると明るさがある。
〇交通事故再現ｽﾀﾝﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実施等交通安
全指導、性に関する講演会等保健指導への
取組等毎年工夫を凝らしている。保護者の
方のｱﾝｹｰﾄ結果も9割以上が満足しており、
新入生募集の観点からも強みになる。引き
続き生徒に寄り添った指導をお願いした
い。

　
5 学校はいじめの防止や早期

発見に向けた取組を積極的
に行っていますか。

○いじめについて、学校は解決に向けて取り
組んでくれると認識している生徒が85％以上
である。
○教育相談体制が十分であり、80％以上の生
徒が職員を信頼して相談できると感じてい
る。

　
6 生徒は健康で、規則正しい

学校生活を送っています
か。

○１日の遅刻者数及び欠席者数がそれぞれ平
均して６人以下である。

○部活動や農業ｸﾗﾌﾞ研究部に60％以上の生徒
が所属している。

Ⅳ 生徒の主体的な
進路選択につい
て適切な指導を
していますか。

○進路情報の提供や進路行事が役立っている
と評価する生徒が75%以上である。

〇進路指導に対する評価は生徒・保護者ともに高い傾向にある。
8.9割の生徒は自分の将来について真剣に考えている。約1割強の
生徒については原因が多岐に渡ると考えられる。進路指導担当や
担任や学年団による粘り強い指導を行っている。
〇進路指導部では3年間を通した体系的な進路指導を行っている。
今後も内容を精選し、効果的な進路指導を実施するよう取り計
らっていきたい。

〇進学、就職、ｷｬﾘｱ教育等に力を入れて指
導して頂いている成果が大きい。一方、進
路指導で保護者の評価が高いという点は、
学校任せの部分が多いとも感じる。
〇進路指導で先生より威圧的な発言･態度が
あったと聞いている。厳しい態度も必要だ
が、不安なのは子供の方だと思う。もう少
しﾀｲﾐﾝｸﾞを考えて頂きたい。
〇各自の進路について資格取得に向け、努
力している生徒が7割からおり、授業･学習
に前向きに取組んでいる事が良く分かる。

○「自己の生き方」「将来の職業」等につい
て70％以上の生徒が真剣に考えている。

※各学校で必要に
応じて評価対象を
加える。

〇ｲﾝｽﾀの開設等大変良い取り組みだと思
う。泉農ﾌｪｱも素晴らしいと思う。教員不足
が聞こえる中、高頻度での(情報)発信は大変
な事で、先生方の熱心な取組に感心した。
保護者の8割が評価している。
〇GSNは利用しているが、見るだけに留
まっている。欠席連絡の利用ができる事を
知らない人も多いと思う。学校の状況を良
く発信していると思うが、保護者がどれだ
け関心を持って見ているか疑問。

〇本校からの情報発信に保護者の80％以上が
満足している。

〇ICTを活用した授業や、学習支援ｿﾌﾄを用い
た個別最適な学びに対して満足と答える生徒
が70％以上である。

〇ICTを活用した指導はほぼすべての職員が行っている。生徒の満足度も高い。授業
におけるGoogleｻｰﾋﾞｽの利用について職員研修（模範授業研究）を実施する等、今
後もICT活用を推進していく予定である。
〇「kinako」については、業務に定着している。職員の出張・年休等もﾍﾟｰﾊﾟﾚｽ化
につながっている。
〇定期ﾃｽﾄの「百問繚乱」による自動採点についてもほぼ全員の教員が実施してい
る。これらの経験を活かし、入試においてもﾐｽがなく的確な採点につなげて行きた
い。

〇新1年生のﾀﾌﾞﾚｯﾄ購入について、費用や納
品の期間は今後も大変な様に思う。
〇ｺﾛﾅ禍の影響もあり、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化が進み、教
育現場が大きく変化しているが、ﾒﾘｯﾄがあ
る反面不慣れな先生方には負担があり、筆
記力等が落ちたりしないか心配な面もあ
る。しかし、今の時代、ﾊﾟｿｺﾝ、ﾀﾌﾞﾚｯﾄ等、
効率化のため必須となっていると思う。時
代の流れに沿った教育ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化は良い。

〇ICTを活用した業務改善が進んでいると、
職員の80％以上が感じている。

Ⅴ 開かれた学校づ
くりに努めてい
ますか。

9 家庭、地域社会に積極的に
情報発信をしていますか。

〇webﾍﾟｰｼﾞを月平均5回以上更新し、本校の
教育活動の周知を図る。

〇学校Webの更新は本年度2学期より若手教員によるInstagram(SNS)の開設によ
りほぼ毎日行っている。生徒や保護者が定期的に閲覧するほか、受験生や地域に対
する広報手段として有効なものである。今後も積極的な更新に努めるとともに、従
来からの報道機関への連絡等も密に行いたい。また各科・ｺｰｽに画像の提供を求め、
学校全体が理解していただける方策に努めたい。
〇GSNﾒｰﾙの発信は適宜行っており、殆どの保護者が利用している。欠席等の連絡
もGSNで行えるようにしたが、約6割弱に留まる。電話連絡の手軽さや家庭のｲﾝﾀｰ
ﾈｯﾄ整備状況による点もあると思われるが、GSNﾒｰﾙでの伝達を波及させたい。


